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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 50,878 △14.4 1,173 △23.3 1,278 △10.7 702 △14.8

21年3月期第2四半期 59,430 ― 1,530 ― 1,432 ― 824 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 83.67 ―

21年3月期第2四半期 98.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 49,984 20,835 41.7 2,479.92
21年3月期 53,624 20,347 37.9 2,421.89

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  20,830百万円 21年3月期  20,343百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 40.00 40.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 109,000 △7.6 2,700 △23.2 2,500 △17.3 1,450 14.7 172.62

－ 1 －



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成21年７月30日に公表いたしました連結業績予想について本資料において修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて 
 おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記１に係る業績予想の具体的修正内容は、４ページ【定性的情報・財務諸表 
 等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
３．四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表規則」に従い作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 10,568,000株 21年3月期  10,568,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  2,168,259株 21年3月期  2,168,130株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期  8,399,797株 21年3月期第2四半期  8,399,900株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な景気低迷が続く中、生産や在庫調整の進捗を背景に

景気の下げ止まりが見られるものの、企業収益は減少し、悪化する雇用情勢、所得環境は深刻さを増しています。 

繊維業界におきましても、生活防衛意識の高まりから個人消費は低迷し、低価格志向が一層強まったことから商

品単価の下落が進み、厳しい状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループは、原料、テキスタイル、繊維二次製品の各部門におきまして、顧客、消費

者の志向に対応した商品開発を進め、既存事業の深耕と新規顧客開拓を進めてまいりました。また、経営管理面にお

きましては、経済環境の悪化にともなう与信リスクの増大に対応し、与信管理の徹底に努めてまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は50,878百万円（前年同期比14.4％減）、営業利益は1,173百万円

（前年同期比23.3％減）、経常利益は1,278百万円（前年同期比10.7％減）、四半期純利益は702百万円（前年同期比

14.8％減）となりました。  

   

［繊維事業］ 

当第２四半期連結累計期間における繊維事業の部門別の経営成績等は次のとおりであります。 

  

＜原料部門＞ 

原料部門では、産地の商況に改善の兆しが見られず、天然繊維分野、合繊糸分野ともに引き続き厳しい環境で推

移しました。糸の消費量は、衣料用途、資材用途を問わず、大幅に減少し市場は縮小を続けております。 

このような状況の下、当社グループは、高次加工糸など高付加価値商品の輸出と優良取引先との取り組み強化に

注力いたしました。しかしながら、市場の縮小による売上高の減少に加え、円高による輸出商品の採算悪化が収益を

圧迫しました。 

この結果、原料部門は売上高8,762百万円（前年同期比32.7％減）となりました。 

  

＜テキスタイル部門＞ 

テキスタイル部門では、消費不振による販売量の減少に加え、コストダウン、小ロット・短納期生産を強いら

れ、生産効率が低下するなど厳しい状況となりました。また、円高が影響し機能素材などの輸出も低調に推移しまし

た。 

このような状況の下、当社グループは、主力の販売戦略である「テキスタイル・プロジェクト」を推し進めると

ともに、機能素材の開発、販売に努め、商品力、品質力、ＱＲ（クイック・レスポンス）対応力の強化に注力しまし

た。しかしながら、消費低迷の影響と、低価格競争による衣料品の海外生産シフトの加速化が影響し厳しい状況で推

移しました。 

この結果、テキスタイル部門は売上高8,528百万円（前年同期比21.5％減）となりました。 

  

＜繊維二次製品部門＞ 

繊維二次製品部門では、個人消費が低迷を続ける中、販売量が減少するとともに、低価格競争が激化し企業間格

差が拡大しております。これにともない、一層のコストダウンと小ロット・短納期生産を強いられるなど厳しい環境

で推移しました。 

このような状況の下、当社グループは、企画提案力の強化と、価格・ＱＲに対応した生産体制の確立を進め、優

良取引先との取り組み、新規顧客開拓に注力してまいりました。 

この結果、繊維二次製品部門は売上高31,999百万円（前年同期比5.8％減）となりました。 

  

［不動産事業］ 

 当第２四半期連結累計期間における不動産事業は売上高180百万円（前年同期比6.4％減）となりました。 

  

（１）当第２四半期連結会計期間の財政状態の分析 

  ａ．流動資産 

    当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ3,817百万円減少し、 

   39,567百万円となりました。これは、受取手形及び売掛金が減少したことが主な要因であります。 

  ｂ．固定資産 

    当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ177百万円増加し、 

   10,416百万円となりました。これは、投資有価証券の時価評価差額の増加が主な要因であります。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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  ｃ．流動負債 

    当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ4,145百万円減少し、 

   26,196百万円となりました。これは、短期借入金が減少したことが主な要因であります。 

  ｄ．固定負債 

    当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ17百万円増加し、 

   2,952百万円となりました。これは、投資有価証券の時価評価差額の増加に伴い、繰延税金負債が増加した 

   ことが主な要因であります。 

  ｅ．純資産 

     当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ487百万円増加し、 

   20,835百万円となりました。これは、四半期純利益が702百万円計上されたことが主な要因であります。 

  

平成22年３月期の連結業績予想につきましては、原料部門で市況の回復が期待できず、下期につきましても売上

減が予想されますので、予想売上高を9,000百万円引き下げております。したがいまして、連結売上高の予想といた

しましては、通期109,000百万円を見込んでおります。 

一方、企画提案力の強化、優良取引先との取り組みに注力することにより、売上総利益率の向上を図るととも

に、物流経費の圧縮などコスト削減に努めてまいりますので、営業利益、経常利益および当期純利益につきまして

は、前回公表数値と同額で予想しております。 

なお、平成21年７月30日の第１四半期決算短信で発表いたしました通期の連結業績予想との差異は以下のとおり

です。 

（通期）  

  

  

   該当事項はありません。  

  

  ａ．簡便な会計処理    

 ①たな卸資産の評価基準及び評価方法 

  当２第四半期連結会計期間末においては、実地たな卸を省略し、直近連結会計年度末に係る実地たな卸高を

 基礎として、合理的な方法によりたな卸高を算出しております。 

  また、たな卸資産の簿価切下げに関し、連結子会社においては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

 正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 ②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

 状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタック 

 ス・プランニングを利用する方法により算定しております。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 118,000 2,700 2,500 1,450 172.62 

今回修正予想（Ｂ） 109,000 2,700 2,500 1,450 172.62 

増減額（Ｂ－Ａ） △9,000 －  － － － 

増減率（％） △7.6 － － － － 

前期実績 118,002 3,515 3,023 1,264 150.53 

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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  ｂ．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

 計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 該当事項はありません。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,935,678 4,230,154

受取手形及び売掛金 29,254,507 31,623,586

有価証券 83,174 73,102

たな卸資産 6,347,921 6,550,649

繰延税金資産 777,552 776,108

その他 417,172 464,325

貸倒引当金 △248,056 △332,609

流動資産合計 39,567,951 43,385,316

固定資産   

有形固定資産 4,263,064 4,383,972

無形固定資産 84,259 96,816

投資その他の資産   

投資有価証券 4,443,784 4,089,356

その他 2,246,006 2,181,715

貸倒引当金 △620,794 △512,893

投資その他の資産合計 6,068,996 5,758,177

固定資産合計 10,416,321 10,238,966

資産合計 49,984,272 53,624,283

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,853,476 16,316,131

短期借入金 6,778,524 9,015,381

未払法人税等 597,771 747,315

引当金 709,087 855,640

その他 3,258,092 3,407,679

流動負債合計 26,196,951 30,342,149

固定負債   

繰延税金負債 80,364 64,087

退職給付引当金 604,125 593,798

関係会社整理損失引当金 720,066 720,066

その他の引当金 55,378 90,816

その他 1,492,319 1,465,595

固定負債合計 2,952,253 2,934,363

負債合計 29,149,204 33,276,512
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,088,000 1,088,000

資本剰余金 805,188 805,188

利益剰余金 19,682,496 19,315,667

自己株式 △1,628,203 △1,628,057

株主資本合計 19,947,481 19,580,799

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 823,474 714,399

繰延ヘッジ損益 100,092 100,092

為替換算調整勘定 △40,324 △51,759

評価・換算差額等合計 883,242 762,732

少数株主持分 4,343 4,239

純資産合計 20,835,067 20,347,770

負債純資産合計 49,984,272 53,624,283
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 59,430,202 50,878,163

売上原価 53,119,401 44,742,907

売上総利益 6,310,800 6,135,256

販売費及び一般管理費 4,780,334 4,961,347

営業利益 1,530,465 1,173,908

営業外収益   

受取利息 10,009 6,993

受取配当金 88,111 75,665

為替差益 － 106,376

その他 18,076 15,419

営業外収益合計 116,197 204,455

営業外費用   

支払利息 56,799 45,298

売上割引 52,569 46,620

為替差損 97,824 －

その他 7,361 7,502

営業外費用合計 214,554 99,421

経常利益 1,432,108 1,278,942

特別利益   

貸倒引当金戻入額 68,820 －

特別利益合計 68,820 －

特別損失   

貸倒引当金繰入額 73,381 －

特別損失合計 73,381 －

税金等調整前四半期純利益 1,427,547 1,278,942

法人税等 602,541 575,989

少数株主利益 186 129

四半期純利益 824,819 702,823
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,427,547 1,278,942

減価償却費 165,783 174,749

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,317 23,347

賞与引当金の増減額（△は減少） △29,796 △3,642

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △81,000 △78,500

返品調整引当金の増減額（△は減少） 31,970 △64,411

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,689 10,326

前払年金費用の増減額（△は増加） △100,802 △68,882

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 132 △35,437

受取利息及び受取配当金 △98,121 △82,658

支払利息 56,799 45,298

売上債権の増減額（△は増加） 1,474,771 2,369,078

固定化営業債権の増減額（△は増加） 121,875 △97,727

たな卸資産の増減額（△は増加） △338,519 202,728

仕入債務の増減額（△は減少） 137,581 △1,462,654

未払金の増減額（△は減少） △89,927 △322,294

その他 89,179 318,976

小計 2,780,481 2,207,239

利息及び配当金の受取額 98,102 82,704

利息の支払額 △57,202 △44,078

法人税等の支払額 △562,438 △730,002

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,258,942 1,515,862

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △30,147 △88,120

定期預金の払戻による収入 86,000 48,000

有価証券の売却による収入 62,642 －

有形固定資産の取得による支出 △285,767 △39,302

ソフトウエアの取得による支出 △12,197 △1,498

投資有価証券の取得による支出 △254,997 △179,564

長期貸付けによる支出 △4,014 △2,810

その他 4,933 △13,643

投資活動によるキャッシュ・フロー △433,548 △276,939

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,605,443 △2,236,857

自己株式の取得による支出 △11 △146

配当金の支払額 △335,082 △335,907

その他 △37 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,940,575 △2,572,936

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25,494 △582

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △140,675 △1,334,595

現金及び現金同等物の期首残高 2,599,507 4,101,697

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,458,831 2,767,101
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 該当事項はありません。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 事業の種類として「繊維事業」及び「不動産事業」に区分しておりますが、このうち当第２四半期連結累計期

間における全セグメントの売上高及び営業利益に占める「繊維事業」の割合がいずれも90％を超えているため、

事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。  

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間における本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％を超え

ているため、記載を省略しております。  

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

 海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報

㈱ヤギ　（7460）　平成22年３月期　第２四半期決算短信

－ 10 －




